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職員数少なく見守りが不安・・・

センサーマットの故障が・・・

センサーマットが多数あり、
音の選別、判断に戸惑う

ご利用者の睡眠状況がもっと
分かれば・・・

特に夜勤帯…



２０１８年当施設の開設時、
全室（６０床）に眠りスキャンを導入した

～PARAMOUNT BEDホームページより抜粋～



ケアワーカーを対象にアンケート調査実施
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Q.眠りスキャンを活用することで、

あなたの負担は軽減されていますか？

はい

どちらとも言えない

いいえ 91%

9%

0%

Q.眠りスキャンを活用することで、

利用者の事故防止に繋がっていると感じますか？

はい

どちらとも言えない

いいえ

睡眠状況が分かり、また覚醒された際に
リアルタイムな対応ができる

夜間帯、一人の時間が長いなか、眠りス
キャンによる見守り機能は心強い

睡眠や臥床状況を確認できることは良
いが、確認できることにより、様子を見に
行く、負担もある

特に夜間帯で臥床されているか、離床さ
れているかが、分かるため、早期対応で
き、事故防止に繋がっている

起き上がりが分かるため、転倒リスク等
の高いご利用者への支援に助かってい
る

感知のタイムラグや誤作動もあり、改善
して欲しい



ご利用者の覚醒状況に合わせて、起床
支援を行っている

日中はスタッフが居るのであまり必要と
思っていなく、活用していなかった（非正
規スタッフ）
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Q.事故防止以外に眠りスキャンを

活用している事項はありますか？

体調異変の早期発見

睡眠状況に応じた起床支援

睡眠状況に応じた排せつ支援

睡眠状況の把握による睡眠の質の向上支援（眠剤評価含む）

その他
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Q．今後、更に眠りスキャンを

活用したい事項はありますか？

体調異変の早期発見

睡眠状況に応じた起床支援

睡眠状況に応じた排せつ支援

睡眠状況の把握による睡眠の質の向上支援（眠剤評価含む）

その他

夜間の睡眠状況によって日中の支援を
検討している 【活用事項の■その他】

日中の臥床等でのご利用者の行動把握
をしていきたい 【活用事項■その他】

日中の臥床時間の確認により過ごし方
の支援を検討していきたい
【活用事項■その他】

それぞれの定量的なデータの意味づけ、
解釈ができるよう活用していきたい
【活用事項■その他】







ICT（眠りスキャン）を活用し、未知なる世界へ




